
◎
は
じ
め
に

倉
敷
市
蔵
薄
田
泣
菫
文
庫

薄
田
泣
菫
日
記

本
桜
は、
倉
敷
市
蔵
簿
田
泣
巡
文
耶
に
含
ま
れ
る、
博
田
泣
班
の
大
正
七

（一
九一
八）
年一
月
の
日
記
を
翻
刻・
紹
介
す
る
も
の
で
あ
る。

ま
ず
は
薄
田
泣
巡
に
つ
い
て、
簡
単
に
説
明
し
て
お
き
た
い。
陣
田
泣
凱

（
本
名
淳
介）
は
明
治ー
0
(一
八
七
七）
年、
岡
山
県
浅
口
群
大
江
巡
品

村
（
現、
倉
敷
市
述
島）
に
生
ま
れ
る。
―一
七
年
に
上
京、
三
0
年
四
月
に

創
刊
さ
れ
た
「
新
著
月
刊」
の
投
稿
猫
集
に、
班
田
泣
巡
の
名
で
「
花
密
蔵

難
見」
を
総
題
と
す
る
詩
十
三
篇
を
送
り、
翌
月
の
「
新
著
月
刊」
の
新
体

詩
欄
の
第一
席
に
掲
げ
ら
れ
て

詩境
デ
ビ
ュ
ー
を
飾
る。
そ
の
後
も
「
公
孫

樹
下
に
た
ち
て」
（「
小
天
地」・
「
中
学
世
界』
明
治
三
五
年一
月）、
「
あ
あ

大
和
に
し
あ
ら
ま
し
か
ば」
（「
中
学
世
界」
明
治
三
八
年―
一
月）
と
い
っ

た
代
表
作
を
次
々
に
発
表
し、
松
村
緑
「
博
田
泣
塑
考
j

（
教
育
出
版
七
ン

タ
ー、
昭
和
五
二
年
九
月）
に
よ
れ
ば、
「一
代
の
名
詩
集」
で
あ
る
「
白

羊
宮
j

（
金
尾
文
淵
棠、
明
治
三
九
年
五
月）
を
も
っ
て、
「
詩
桜
の
最
高
蜂

に
立
っ
た」
と
い
わ
れ
る。
し
か
し、
そ
の
後
し
だ
い
に
詩
興
の
衰
え
を
惑

（
大
正
七
年
一

月）

じ
て
詩
作
か
ら
離
れ、
大
正
元
(-
九――-）
年
に
は
大
阪
侮
日
新
聞
（
以

下、
大
師）
社
に
入
杜
し
て
新
聞
編
集
に
専
念、
四
年
に
同
社
学
芸
部
副
部

長、
八
年
に
同
部
長
と
な
る。
芥
川
龍
之
介、
菊
池
究
を
専
屈
社
貝
と
し
て

獲
得
す
る
（
大
正
八
年）
な
ど、
大
正
期
「
大
毎
j

隆
盛
の一
猥
を
担
う
こ

と
に
な
る。
一
方、
自
ら
も
コ
ラ
ム
「
茶
話」
（「
大
毎
j

「
サ
ン
デ
ー
彿
日」

ほ
か
に
大
正
四
年
二
月
二
七
日
1
昭
和
五
年一
月
二
六
日
ま
で
断
絞
的
に
辿

載）
を
牲
き
続
け、
随

箪家
と
し
て
も
人
気
を
誇
る
こ
と
と
な
る。
し
か
し、

そ
の
間、
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
氏
症
候
群
に
お
か
さ
れ、
大
正
ご一
(-
九
二
三）

年
に
社
を
退
き
（
正
式
退
社
は
昭
和
三
年）、
昭
和
二
0
(一
九
四
五）
年

故
郷
連
島
で
亡
く
な
っ
て
い
る。

次
に
隙
田
泣
堕
文
祁
（
以
下、
泣
班
文
郎）
に
つ
い
て
だ
が、
同
文
血
は

泣
雖
の
逍
族
ら
が
泣
狼
の
出
身
地
で
あ
る
倉
敷
市
に、
平
成一
六
（
二
0
0

四）
年
か
ら
同
二
二
年
ま
で
四
度
に
わ
た
り
寄
贈
し
た、
泣
照
の
旧
蔵
狩
科

約一
七
0
0
点
の
総
称
で
あ
る。
右
に
記
し
た
よ
う
に、
泣
堕
の
人
生
が
詩

人
と
し
て
活
躍
し
た
り
雑
誌•
新
闘
絹
集
者
と
し
て
活
躍
し
た
り
と、
彩
り

載
か
な
而
を
持
つ
こ
と
か
ら、
そ
の
旧
蔵
資
料
も
泣
塑
自
身
の
原
稿・
日
記

西

山

康

荒

井

真
理
亜

翻
刻
・

解
説
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頁
形
態

節
記
具

．
寸
法

•
T
数

形
態

メ
モ
類
等
の
ほ
か、
芥
川
皿
之
介
や
北

原白
秋、
与
謝
野
鉄
幹・
品
子
な
ど、

．
近
代
日
本
を
代
表
す
る
多
く
の
作
家・
詩
人
の
原
稿
や
柑
簡
も
含
ま
れ
る。

•
特
に
粛
簡
の
数
は
多
く、
文
学
者
以
外
で
も
た
と
え
ば
徳
宵
罫
蛉
や
鏑
木
泊

方、
柳
田
国
男
な
ど、
幅
広
い
分
野
の
文
化
人
た
ち
か
ら
泣
照
に
送
ら
れ
た

世
簡
が
残
さ
れ
て
い
る。
こ
れ
ら
に
関
し
て
は
既
に
倉
敷
市
の
主
渫
で、
秘

者
た
ち
も
参
加
す
る
測
田
泣
班
文
耶
調
査
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
お
い
て
割

査
が
な
さ
れ、
そ
の
成
果
の一
端
を
「
倉
敷
市
蔵
薄
田
泣
班
宛
徘
簡
集
j

全

・
三
巻
（
八
木
啓
店、
平
成
二
六
年
三
月
＼―-
八
年
三
月）
で
公
開
し
た
が、

今
回
は
泣
望
自
身
の
「
日
記」
（一
部）
の
調
査
報
告
と
な
る。

今
回
紹
介
す
る
源
田
泣
糾
日
記
（
大
正
七
年一
月）
は、
上
記
し
た
四
度

の
寄
贈
の
う
ち
の
第一
回
目
（
平
成一
六
年―
一
月）
の、
野
田
苑
子
氏
に

よ
る
寄
踏
炎
科
の
中
に
含
ま
れ
て
い
た
も
の
で
あ
る。
柑
誌
は
以
下
の
通
り

で
あ
る。

何
ら
か
の
日
記
根
本
体
か
ら
切
り
取
ら
れ、
こ
の
大
正
七

年
の一
月
分
だ
け
で
現
存。

縦一
八・
七、
横ー
ニ・
五
糎。

一
五
丁
（
三一
日
分
が
な
い）。
表
衷
使
用。

万
年
箪
（
黒）。

記
入
部
分
は一
ー
行、
界
線
（
印
制）
あ
り。
印
字
部
分

◎
薄
田
泣
菫
日
記
（
大
正
七
年一
月）

に
つ
い
て

は
頁
冒
頭
に、
日
付．
曜
日
の
ほ
か、
そ
の
日
の
干
支・

六
曜・
九
批・
ニ
十
八
宿
に
関
わ
る
記
戟、
さ
ら
に
は
歌

句
や
絵•
本
か
ら
抜
枠
し
た
文
章
な
ど
が
印
刷
さ
れ
て
い

る
（
栢
末
影
印
参
照）。

形
態
に
つ
い
て、
切
り
取
ら
れ
た
形
で
現
存
す
る
理
由
に
つ
い
て
は
判
然

と
し
な
い
も
の
の、
お
そ
ら
く
本
日
記
部
分
を
日
記
形
式
の
随
策
作
品
な
ど

に
利
用
し
よ
う
と
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か。
と
い
う
の
も、
泣
逍
に
は
大

毎
入
社
（
大
正
元
年）
以
前
に
な
る
が、
「
わ
が
日
記」
（「
小
天
地」
明
治

三
四
年
三
月）、
「
旧
都
日
記」
（「
国
民
新
聞」
明
治
四一
年
二
月
二
0
日
1

四
月
二
八
日
ま
で
断
統
的
に
巡
戟）
な
ど、
実
屎
の
出
来
事
に
基
づ
く
日
記

形
式
の
随
節
作
品
が
多
い。
現
在
確
認
で
き
て
い
る
限
り
で
も
十
三
タ
イ
ト

ル
あ
る。
一
方
で
泣
難
文
庫
に
は
今
回
取
り
上
げ
た
以
外
に
も、
同
じ
よ
う

に
切
り
取
ら
れ
た
日
記
の一
部
分
（
明
治
三
九
年
五
月、
同
四
0
年一
月、

同
四
二
年
五
1
七
月、
年
代
不
明
三
月）
が
存
在
す
る。
こ
う
し
た
状
況
か

ら
今
回
取
り
上
げ
る
日
記
部
分
も、
そ
う
し
た
目
的
で
い
つ
か
使
う
こ
と
を

念
頭
に
切
り
取
ら
れ
て
残
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
す
る。
と
は
い
え、

大
正
七
年一
月
の
頃
を
扱
っ
た
日
記
体
の
泣
雖
作
品
の
発
表
は、
現
在
の
と

こ
ろ
確
認
で
き
て
お
ら
ず、
結
局
こ
の
切
取
り
部
分
が
日
記
形
式
の
随
箪
作

品
に
生
か
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
よ
う
だ。

大
正
七
年
前
後
の
泣
猥
を
め
ぐ
る
状
況
と
し
て
は、
前
年
あ
た
り
か
ら
現

れ
て
き
た
病
（
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
氏
症
候
群）
を
お
し
て、
新
聞
紺
梨
に
腕
を

振
る
っ
て
い
た
時
期
に
あ
た
る。
こ
の
時
期
の
「
大
毎」
は、
二
年
ほ
ど
前
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か
ら
発
行
し
始
め
た
夕
刊
の
充
実
化
に、

お
そ
ら
く
当
時
学
芸
部
副
部
長
だ

っ
た
泣
照
を
中
心
に
本
腰
を
入
れ
出
し
て
い
る
。

芥
川
佃
之
介、

谷
的
澗
一

郎、

武
者
小
路
実
篤
な
ど、

当
時
の
文
堕
流
行
作
家
を
新
た
に
登
用
し
て、

夕
刊
第
一

而
に
そ
の
作
品
を
掲
載
す
る。

本
日
記
で
も、
一

月
―
-

EI
か
ら

上
京
し
て、

芥
川
や
武
者
小
路
ら
多
く
の
文
人
・

芸
術
家
を
訪
ね
て
い
る
泣

部
の
様
子
が
窺
え
る
が、

そ
れ
は
寄
稿
の
お
礼
や
原
柑
の
依
頼
な
ど
を
目
的

と
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
（
も
ち
ろ
ん、

単
に
旧
交
を
温
め
る
だ
け
の
楊
合

も
あ
る
が）
。

特
に
芥
川
と
の
会
見
は、

大
師
社
の
社
友
と
し
て
彼
を
招
く

・

た
め
の
打
ち
合
わ
せ
の
意
味
も
あ
っ
た
ら
し
く、
「
芥
川
皿
之
介
全
集」

席

ニ
四
巷
（
岩
波
紺
店、

平
成
一

0
年
三
月）

所
収
の
年
諮
で
は、

こ
の
時
の

泣
雖
と
芥
川
の
会
見
を
「
日
時
は
不
明」

と
し
て
い
る
が、

そ
の
日
付
は
こ

の
日
記
に
よ
り
明
ら
か
に
な
る。

そ
し
て、

本
日
記
に
窺
え
る
一

月
一

九
日
の
在
京
文
化
人
に
よ
る
大
々
的

な
泣
坐
歓
迎
会
が
象
徴
す
る
よ
う
に、

こ
う
し
た
文
坦
作
家
を
使
っ
た
夕
刊

拡
充
の
方
向
転
換
が
「
大
抑
j

に
お
い
て
可
能
に
な
っ
た
の
も‘
―

つ
に
は

か
っ
て
詩
人
と
し
て
活
躍
し、

人
望
も
原
か
っ
た
泣
塑
の
存
在
が
あ
っ
て
こ

そ
の
こ
と
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
も
推
測
さ
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
本
日
記
は、

大
正
期
「
大
侮
j

の
隆
盛
の
一

端
を
担
っ
た、

泣
犯
を
中
心
と
す
る
学
芸
部

の
動
き、

特
に
同
部
と
文
堕
と
の
親
密
な
関
係
性
を
垣
間
見
せ
て
く
れ
る
共

．

狐
な
賓
料
だ
と
い
え
よ
う。

深
江
氏
越
前
の
雷
の
な
か
よ
り
祝
電
を
送
り
来
る

能
國

は
い
つ
に
な
き
大
雪
と
に
て
雪
見
に
出
掛
け
し
と
覚
え
た
り

冨
山
房
よ
り
お
伽
謁
出
版
の
契
約
書
送
り
来
る。

落
涙
す

◎
翻
刻
と
解
説

〔
凡
例〕

•

以
下
に
あ
げ
る
翻
刻
本
文
は
、

日
付
を
除
い
て
泣
座
の
記
入
部
分
と
な
る。

印
字
部
分
は
日
付
以
外
省
略
し
た。

・

翻
刻
と
引
用
部
分
を
除
き、

設
字
は
現
行
の
字
体
に
改
め
た
。

•

D
は
判
説
不
能
の
文
字、

口
で
囲
ん
だ
文
字
は
翻
刻
者
の
推
定
に
よ
る
も

の
で
あ
る
こ
と
を
意
味
す
る。

・

■
は
抹
梢
部
分
を
慈
味
す
る
。

・

改
行
は
原
文
通
り
で
あ
る。

•

特
に
判
読
で
き
な
い
文
字
の
多
い
頁
は、

松
末
に
影
印
を
あ
げ
た。

適
宜

参
照
さ
れ
た
い
。

[
―

月
一

日】

快
晴
出
社、

祝
宴、

本
山
弔
喪
に
こ
も
る。

宴
梢
さ
わ
が
し

十
二
時
帰
宅、

宇
野
賢
太
郎、

薄
田
清
年
賀
に
来
る

宇
野
新
濱
藝
の
写
真
を
集
め
る
苦
心
を
語
り
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〔
解
説〕

・
「
本
山」
は
大
侮
社
長
の
本
山
彦一
(-
八
五
三
ー一
九
三
二）
の
こ
と

．
で
あ
ろ
う。
こ
こ
で
の
「
弔
喪」
は
本
山
の
母
か
の
子
の
死
に
よ
る
も
の
で

あ
る
（
本
山
彦一
や
そ
の
母
の
非
俄
に
つ
い
て
は
[-
月
五
日】
の
解
説
参

照）。年
賀
に
来
た
「
宇
野

賢太
郎」
は
「
「新
演
裁」
の
写
其
を
集
め
る
苦
心」

を
語
る
こ
と
か
ら、
「
新
浙
藝』
の
縞
集
者
か。
「
新
演
秘
j

は
大
正
五
年
三

．
月
か
ら
同
l

四
年
四
月
ま
で、
泣
罹
と
も
縁
の
深
い
玄
文
社
（｛一
月
二
十

七
日】
解
説
参
照）
よ
り
発
行
さ
れ
た
浙
芸
雑
誌
で
あ
る。
ま
た、
同
じ
く

年
賀
に
訪
れ
た
「
博
田
梢」
は、
泣
型
の
姉
ア
ヤ
の
長
男
で、
泣
雖
の
甥
に

あ
た
る。
諜
田
え
み
「
評
伝
松
村
緑
ー
明
治
の
詩
人
研
究
に
生
涯
を
か
け

た
女
性
ー」
（
詩
の
会・
裸
足、
平
成一
五
年
二
月）
に
よ
る
と、
ア
ヤ
が

再
婚
し
た
際、
前
夫
と
の
子
ど
も
を
実
家
に
残
し
て
い
っ
た
た
め、
梢
は
祖

父
母
の
家
で
育
ち、
叔
父
の
泣
巡
が
父
親
代
わ
り
で
あ
っ
た
と
い
う。
消
は

岡
山
の
工
業
学
校
を
出
て
大
阪
で
土
木
業
に
関
わ
る
役
人
に
な
っ
た
が、
小

説
家
と
し
て
の一
而
も
持
ち、
長
紺
r
陽
は
煙
ら
ふ」
（
金
尾
文
淵
盆、
大

正一
三
年
三
月）
な
ど
を
刊
行
し
た
が、
仙
台
へ
転
勤
し
て
文
節
活
動
を
断

念
し
た
と
い
う。

越
前
か
ら
祝
砲
を
送
っ
て
き
た
「
深
江
氏」
は、
大
侮
社
貝
の
深
江
彦一

の
こ
と
で
あ
ろ
う。
泣
雖
と
は
帝
国
新
聞
社
時
代
か
ら一
緒
で、
「
大
正
十

年
版

侮
日
年
鑑
J

(
大
阪
侮
日
新
聞
社、
大
正一
0
年―
一
月、
以
下
「
年

鑑
J

)

に
よ
る
と、
大
正一
0
年
に
は
大
侮
学
芸
部
の
副
部
長
で
あ
っ
た。

な
お、
「
能
国
は
い
つ
に
な
き
大
雪」
と
あ
る
が、
大
正
六
年ー
ニ
月
か
ら

各
地
で
酋
忠
が
あ
り、「
大
侮』
で
も
大
正
六
年
l

二
月一
七
日
付
夕
刊
の「
衷

日
本
省
に
埋
も
る」
と
い
う
記
事
か
ら
年
明
け
ま
で、
辿
日
大
酋
に
関
す
る

記
事
が
掲
載
さ
れ
て
い
る。
こ
れ
ら
の
記
事
に
は
深
江
が
提
供
し
た
梢
報
も

あ
っ
た
こ
と
で
あ
ろ
う。

「
お
伽
団」
と
は、
簿
田
泣
班
作・
名
越
国
三
郎
画
「
お
伽
噺
と
お
伽
唄」

（
宮
山
房、
大
正
六
年＿
二
月）
の
こ
と
で
あ
ろ
う。

【一
月
二
日】

午
前
年
賀
客
来
る。
午
後
出
社、
晴、
寒
し

嶋
崎、
有
嶋、
谷
崎、
里
見
へ
手
紙

中
條
百
合
子
の
ゲ
ラ
刷
を
東
京
に
送
る、
帰
途

堀
囮
野
女
史
の
大
丸
髯
姿
に
會
ふ

〔
解
説〕

こ
の
日、
泣
巡
が
手
紙
を
掛
い
た
「
Ml
的、
有
郎、
谷
的、
里
見」
は、

小
説
家
の
励
崎
藤
村
（一
八
七
ニ
ー一
九
匹
三）、
有
島
武
郎
(-
八
七
八

＼一
九
二
三）、
谷
的
潤一
郎
(-
八
八
六
ー一
九
六
五）、
里
見
惇
(-
八

八
八
ー一
九
八一―-）
の
こ
と
で
あ
ろ
う。
こ
の
後
泣
班
は
上
京
し、
こ
こ
で

あ
げ
る
谷
崎
以
外
の
人
物
に
会
っ
て
い
る。
そ
の
た
め、
こ
の
「
手
紙」
は

上
京
中
に
会
見
矧
い
た
い、
と
い
う
趣
旨
の
も
の
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か

と
推
測
さ
れ
る。
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な
お、

前
年
末
の
―
二
月
二
六
日
以
降、

繰
り
返
し
『
大
毎」

朝
刊
に
掲

戟
さ
れ
た
「
新
春
の
大
阪
毎
日
新
附」

と
い
う
記
事
で
は、

こ
こ
で
あ
げ
ら

れ
た
作
家
た
ち
の
作
品
が
新
年
の
紙
面
を
に
ぎ
わ
す
こ
と
が
予
告
さ
れ
て
い

る
（
谷
崎
だ
け
二
七
日
以
降）
。

実
際、
有
島
武
郎
は
「
生
れ
出
る
悩
み」
（
大

正
七
年
三
月
一

六
日
1
四
月
三
0
日）

を、
谷
鮒
潤
一

郎
は
「
少
年
の
脅
迫」

（
同
二
月
九
日
1
一

九
日）
、
「
白
昼
鬼
語」
（
同
五
月I
-――-
H
I
七
月
―
―

日）

を
「
大
毎
j

夕
刊
に
辿
戟
し
て
い
る。

里
見
弾
に
閑
し
て
は、

大
正
七

年
一

月
二
日
付
「
読
売
新
間」
「
よ
み
う
り
抄」

に、
「
大
阪
毎
日
新
聞
の
為

め
に
短
箇
小
説
執
箪
中」

と
あ
る
も
の
の、

同
月一
一

九
日
の
同
欄
で
は
「
ジ

フ
テ
リ
ア
に
て
東
京
病
院
に
入
院」

と
あ
り、

結
局
す
ぐ
に
は
也
け
な
か
っ

た
よ
う
で
あ
る。
「
里
見」

の
署
名
で
大
正
一
ー

年
一

月
五
ヨ
か
ら
三
月
二

二
日
ま
で
「
大
毎」

夕
刊
に
掲
戟
さ
れ
た
「
甘
酒」
が
そ
れ
に
あ
た
る
か
（
島

鮒
藤
村
に
つ
い
て
は
【
一

月
十
六
日ー

の
解
説
参
照）
。

こ
う
し
た
こ
と
を

考
え
合
わ
せ
れ
ば、

こ
の
日
の
手
紙
は
と
も
か
く
と
し
て、

こ
の
後
の
上
京

中
の
会
見
で
は、

こ
れ
ら
の
作
品
の
掲
載
の
日
取
り
な
ど
の
相
談
も
な
さ
れ

た
こ
と
で
あ
ろ
う。

中
條
百
合
子
に
つ
い
て
は、
【
一

月
十
八
日】

の
解
説
を
参
照。

大
正
七

・

年
一

月
五
日
か
ら
一

七
日
ま
で
「
大
阪
毎
日
新
冊」

夕
刊
に、
「
三
郎
爺」

を
辿
載
し
て
い
る。
「
中
條
百
合
子
の
ゲ
ラ
刷」

と
は、

こ
の
「
三
郎
爺」

．

の
ゲ
ラ
刷
で
あ
ろ
う。
「
三
郎
爺」

は
大
阪
で
ゲ
ラ
を
作
成
し、

東
京
へ
送

ら
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る。

〔
解
説〕

弁
天
座
は、

大
阪
の
道
栢
堀
に
あ
っ
た
削
場
で、

承
応
二
（
一

六
五
三）

年
に
公
認
さ
れ
た
芝
居
名
代
五
座
の
一
っ
で
あ
る。

大
正
七
年
一

月
一

日
か

ら
一

六
日
ま
で、

弁
天
座
で
は
〈
新
国
削）
「
花
笙
獅
子」
（
五
硲）

が
上
演

さ
れ
た
（
国
立
削
楊
近
代
歌
拝
伎
年
表
品
辟
室
紺
「
近
代
歌
舞
伎
年
表

大

阪
篇

第
六
巻」

八
木
魯
店、

平
成
三
年
三
月、

以
下
「
歌
舞
伎
年
表」）
。

泣
巡
は
「
無
憂
樹」

の
箪
名
で、

大
正
七
年
一

月
八
日
付
「
大
征
j

夕
刊
演

芸
欄
に
「
弁
天
座
の
新
国
劇」
と
題
し
て
劇
評
を
杏
い
て
い
る。

特
に
「
「
め

組
の
腔
嘩」

や
「
勧
進
転
l

の
筋
や
ら、

気
持
や
ら
を
取
込
ん
で、

大
ざ
つ

ば
に
夫
を
運
ん
で
ゐ
る
刺
だ
が、

そ
れ
で
も
澤
田
の
銀
造
に
は
何
処
か
に
争

は
れ
ぬ
天
分
も
見
え
て、

こ
ん
な
事
を
さ
せ
て
EIU
く
に
は
惜
し
い
や
う
な
気

持
が
す
る
」

な
ど
と、

澤
田
正
二
郎
ほ
か
の
俳
優
た
ち
の
演
技
に
つ
い
て、

細
か
い
と
こ
ろ
ま
で
目
配
り
し
た
批
評
を
提
示
し
て
お
り、

記
録
と
し
て
も

煎
要
で
あ
る。

【
一

月
五
日】

【
一

月
四
日】

耕
天
座
に
ゆ
く

【
一

月一
二
日】

出
社
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【
一

月
六
日】

新
年
宴
會、

午
後―
l一
時
よ
り
堺
卯
に
ゆ
く

〔
解
説〕

午
前
本
山
家
葬
式

夜
編
輯
會
謙

「
本
山」

は
―
―

月
一

日】

の
解
説
で
も
触
れ
た
よ
う
に、

本
山
彦
一

の

こ
と
で
あ
ろ
う。

明
治
二
1

一
年
に
大
侮
社
の
相
談
役
と
な
り、

同
三
六
年
よ

り
大
侮
社
長
を
務
め
て
い
た
。

大
正
六
年
―

二
月――1
0
日、

本
山
の
母
か
の

子
が
死
去
し
た
た
め、

本
山
は
新
年
も
一

日
か
ら
「
弔
喪」

に
こ
も
っ
て
い

．

た。

そ
し
て、

こ
の
日
葬
俯
が
行
わ
れ
た
わ
け
だ
が、
『
大
毎』

で
も
前
年

末
の
か
の
子
の
死
の
直
後
か
ら
辿
日
報
道
が
な
さ
れ、

こ
の
翌
日
の
「
本
山

か
の
子
刀
自
葬
儀

近
米
稀
有
の
盛
儀」

と
い
う
記
事
で
は、

大
阪
近
郊
だ

け
で
な
く、

京
都
や
神
戸
か
ら
も
会
葬
者
が
あ
り、

盛
儀
で
あ
っ
た
こ
と
を

伝
え
て
い
る。

〔
解
説〕

「
堺
卯」

は
堺
卯
楼
の
こ
と
で
あ
ろ
う。

堺
卯
楼
は
江
戸
時
代
か
ら
続
く

老
舗
科
卒
で
あ
っ
た
。

追
修
町
に
本
店、

平
野
町
に
支
店
が
あ
り、

我
会
を

は
じ
め
会
合
や
蹄
油
等
で
使
わ
れ
た。

明
治
三
三
年
七
月
に
泣
部
を
詩
項
に

将
い
た
批
評
家
後
藤
宙
外
が
関
西
来
遊
し
た
時
に
も、

在
阪
文
士、

画
家、

新
聞
記
者
ら
が
堺
卯
楼
で
招
我
を
開
い
て
お
り、
泣
巡
も
出
胎
し
て
い
た
（
後

〔
解
説〕

浪
花
座
は、

大
阪
の
道
頓
堀
に
あ
っ
た
劇
場
で、

承
応
二
（
一

六
五
三）

年
に
公
認
さ
れ
た
芝
居
名
代
五
座
の
一
っ
で
あ
る。

大
正
七
年
一

月
二
日
か

ら
二
四
日
ま
で
浪
花
座
で
は、
一

番
目
「
国
姓
爺
合
戦」
（
三
都）
、

中
茄
新

作
「
春
栄
J、

二
番
目
「
夕
ぎ
り
伊
左
衛
門」
（
三
都）
、

大
如〗
利
「
奴
凧
廓

春
風」

が
上
演
さ
れ
た
（
「
歌
舞
伎
年
表」）
。

泣
並
が
会
っ
た
「
彫
次
郎」

と
は、
歌
耕
伎
役
者
の
初
代
中
村
囮
治
郎
（
一

八
六
0
1
一

九
三
五）

の
こ
と
で
あ
ろ
う。

こ
の
時
の
浙
目
の
う
ち、

彫
治

郎
は
「
国
性
爺
合
戦
」

で
は
五
常
印
甘
輝、
「
夕
ぎ
り
伊
左
衛
門
」

で
は
藤

屋
伊
左
衛
門
を
演
じ
た
。

泣
難
は
や
は
り
「
無
蛋
樹」

と
い
う
節
名
で
、

大

正
七
年
一

月
九
•
1

0
日
付
「
大
鉗」

夕
刊
の
浙
芸
欄
に
「
浪
花
座
の
一

月

興
行」

と
題
し
て
削
評
を
杵
い
て
い
る
。

特
に
囮
治
郎
に
つ
い
て
は、
「
国

姓
爺
合
戦」

の
「
厖
治
郎
の
甘
輝
は
恰
翻
は
い
か
に
も
立
派
で
あ
る
が
捐
な

役
柄
で
あ
る
上
に、

幾
ら
か
細
か
い
味
も
出
さ
う
と
骨
を
折
つ
て
ゐ
る
の
で

却
つ
て
役
を
裏
切
る
や
う
な
点
も
な
い
で
は
な
い
」

と
評
し、

し
か
し
そ
れ

は
演
目
が
今
の
俳
優
に
合
わ
な
い
か
ら
だ
と
指
摘
し
て
い
る。

泣
直
の
歌
舞

伎
に
対
す
る
数
か
な
知
識
と
経
験
と
が
窺
え
る
削
評
と
い
え
よ
う。

[

l

月
七
日】

マ

T

浪
花
座
見
物

隅
次
郎
に
會
ふ

藤
宙
外
『
明
治
文
境
回
顧
録
j

昭
和
―
一

年
五
月、

岡
倉
杏
房）
。
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[―
月
八
日】

中
座
に
ゆ
く

初
め
の
演

浅
井
氏
来
也

相
嶋
菊
池
二
氏
来
る
後
の
ち

〔
解
説〕

中
歴
は、
大
阪
の
迫
頓
堀
に
あ
っ
た
劇
場
で、
承
応
二
（一
六
五
三）
年

に
公
認
さ
れ
た
芝
居
名
代
五
座
の一
っ
で
あ
る。
大
正
七
年一
月一
日
か
ら

二
七
日
ま
で
中
座
で
は、
曾
我
廼
家
五
郎一
派
に
よ
っ
て
〈
喜
削〉
第一
「
新

年
会」、
第
二
「
元
の
古
巣」、
第
三
「
春
雨
烈」、
第
四
「
海
辺
の
松」、
第

五
「
女
蛇
目」
が
上
演
さ
れ
た
（「
歌
錬
伎
年
表』）。
や
は
り
泣
型
は
「
無

髪樹」
と
い
う
鉦
名
で、
大
正
七
年｝
月―
-
H
付
「
大
毎
j

夕
刊
演
芸
欄

に
「
中
座
の
曾
我
廼
家
劇」
と
題
し、
上
記
の
五
硲
そ
れ
ぞ
れ
に
お
け
る
俳

優
の
洲
技
に
つ
い
て、
微
に
入
り
細
を
穿
ち
批
評
を
加
え
て
い
る。

「
相
饒」
は
相
蛸
勘
次
郎
(-
八
六
八
1一
九
三
五）
の
こ
と
で
あ
ろ
う。

相
的
は
「
虚
吼」
の
号
で
俳
人
と
し
て
も
活
躍
し
た
が、
明
治
二
三
年
に
大

毎
社
に
入
り、
編
輯
主
任、
副
主
幹、
覇
問
を
務
め、
の
ち
に
衆
院
議
貝
と

な
る。
「
年
鑑」
に
よ
る
と、
大
正一
0
年
に
は
大
毎
組
集
局
の
顧
問
で
あ

っ
た。
「
菊
池」
は
菊
池
幽
芳
(-
八
七
0
1一
九
四
七）
の
こ
と
で
あ
ろ
う。

明
治
二
四
年
に
大
侮
社
に
入
り、
「
己
が
罪」
（
明
治
三
二
年
八
月一
七
B
1

三
三
年
五
月
二
0
日）、
「
乳
姉
妹」
（
明
治
三
六
年
八
月
二
四
日
1ー
ニ
月

二
六
日）
を
「
大
侮
j

に
発
表`

家
庭
小
説
の
先
駆
を
な
し
た。
「
年
鑑」

に
よ
る
と、
大
正一
0
年
に
は
大
毎
編
集
局
の
顧
問
で
あ
っ
た。

「
浅
井」
は
浅
井
任
三
郎
の
こ
と
で
あ
ろ
う。
E

年
鐙」
に
よ
る
と、
大
正

1
0
年
に
は
大
餌
印
刷
部
の
部
長
で
あ
り、
泣
班
と
と
も
に
出
版
部
の
委
貝

も
兼
務
し
て
い
た。

〔
解
説〕

文
楽
座
は、
明
治一
七
年
に
大
阪
街
需
神
社
の
境
内
で
旗
揚
げ
さ
れ
た
人

形
浄
瑠
瑚
の一
座
で
あ
る。
や
が
て
他
の
浄
瑠
瑚
は
衰
退
し、
御
盆
文
楽
座

だ
け
が
残
っ
た。
文
楽
座
の
大
正
七
年一
月
の
演
目
は「
背
原
伝
授
手
習
鑑」

「
筑
紫
配
所」
「
野
鮒
村」
で
あ
っ
た。
泣
狼
は
「
無
炎
樹」
と
い
う
箪
名

で
大
正
七
年一
月
十
二
日
付「
大
毎」
夕
刊
演
芸
襴
に「
文

楽座
の
手
習
毀」

と
題
し、
劇
評
を
柑
い
て
い
る。
文
楽
座
は
前
年―
二
月
か
ら
旧
屋
を
改
英

し、
新
年
に
開
館
し
た。
泣
雖
は
「
こ
の
新
し
い
削
場
で
人
形
芝
居
を
見
る

の
は、
少
し
明
る
過
ぎ
て、
幾
分
時
代
錯
誤
の
感
じ
が
仕
な
い
事
も
な
い
が、

然
し
何
と
い
つ
て
も
新
し
い
も
の
は
気
持
ち
が
良
い」
と
そ
の
感
想
を
記
し

て
い
る。
ま
た、
各
派
目
に
つ
い
て
も、
太
夫
か
ら
人
形
逍
い
ま
で
節
を
代

や
し
て
丁
択r
に
批
評
し
て
い
る。

「
柳
川」
は
小
説
家
の
柳
川
春
葉
(-
八
七
七
ー一
九一
八）
の
こ
と
で

【一
月
九
日】

文
楽
座
に
ゆ
く

よ
り
電
話
来
り

越
路
寺
子
屋
の
半
を
過
く
る
頃

柳
川
急
変
死
去
の
事
を
報
じ
来
る
高
山
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【
一

月
十
日】

（
記
載
な
し

ー—
稿
者
注）

あ
ろ
う。

春
薬
は、

大
正
元
年
八
月
一

七
日
か
ら
翌
二
年
四
月
二
四
日
ま
で

「
大
毎』

に
迎
戟
し
た
「
生
さ
ぬ
仲」

を
は
じ
め、

家
庭
小
説
で
人
気
を
博

し
た
。
「
柳
川
急
変
死
去
の
事」
と
あ
る
が、
大
正
七
年
一

月
七
日
付
「
大
侮
j

朝
刊
に
「
春
業
氏
発
病」

と
い
う
記
事
が
掲
戟
さ
れ、

さ
ら
に
一

月
一

0
日

付
夕
刊
に
は
「
春
業
氏
危
篤

親
戚
門
生
一

同
詰
切
る
」

と
題
し、

春
葉
の

病
状
と
と
も
に
「
愁
報
に
接
し
親
戚、

門
生
一

同
を
始
め
泉
鏡
花、

徳
田
秋

声、

安
田
笹
三
郎、

角
田
真
平、

伊
原
宵
々
園、

武
内
桂
舟、

池
田
輝
方、

疇

斉
藤
松
洲、

岡
本
盆
華
等
の
見
妍
客
相
踵
ぎ
一

同
悲
愁
に
閉
さ
れ
つ
、

あ

り
」

と
報
道
さ
れ
て
い
る。

そ
し
て、
一

月
一

0
日
付
朝
刊
に
「
予
て
急
性

肺
炎
に
て
木
澤
病
院
に
入
院
中
な
り
し
小
説
家
柳
川
春
業
氏
は
滝
子
夫
人
を

始
め
近
親
の
厚
き
看
渡
の
功
も
な
く
九
日
午
後
四
時一
二
十
五
分
遂
に
逝
去
せ

り」

と
い
う
死
亡
記
半
が
掲
戟
さ
れ
た。

ま
た、

泣
巡
自
身
も
ー

カ
月
ほ
ど

後
の、

大
正
七
年
二
月
一

九
日
付
夕
刊
の
「
茶
話
」
（
「
春
葉
の
弟
子」）

で

春
業
の
死
に
つ
い
て
括
っ
て
い
る
。

こ
う
し
た
事
細
か
な
報
逍
や
泣
巡
の
対

応
は、
「
大
侮」

あ
る
い
は
泣
菫
と
春
策
の
関
係
の
深
さ
を
象
徴
し
て
い
る

と
い
え
よ
う。

春
菜
の
訃
報
を
知
ら
せ
た
「
甜
山」

は
高
山
恋
之
助
の
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。

「
年
鑑」

に
よ
る
と、

大
正
一

0
年
に
は
大
彿
印
刷
部
の
助
役
で
あ
っ
た。

【
一

月
十
二
日】

東
京
着
午
前
九
時

東
日
倶
楽
部
に
ゆ
く

雪
の
富
士
を
見
る

〔
鮮
説〕

泣
班
の
上
京
に
同
行
し
た
「
淡
井」

と
「
桜
田」

と
は、

浅
井
任
三
郎
と

桜
田
松
太
郎
の
こ
と
で
あ
ろ
う。

浅
井
任
三
郎
は
【
一

月
八
日】

の
解
説
を

参
照。

桜
田
松
太
郎
は
「
年
鑑」

に
よ
る
と、

大
正
一

0
年
に
は
大
侮
営
業

局
長
で
あ
り、

泣
雖
や
浅
井
任
三
郎
と
と
も
に
出
版
部
の
委
貝
も
兼
務
し
て

ヽ
•
J

O

し

tま
た、
「
米
原
あ
た
り
大
宮
」

と
あ
る
が、

泣
難
が
上
京
す
る
二
日
前
の

一

月
九
日
付
「
大
毎」

夕
刊
に
「
投
乱
さ
れ
た
る
京
海
道
列
車
」

と
迎
し、

大
雪
に
よ
っ
て
衷
海
道
線
の
不
通
な
っ
た
り
延
滸
が
発
生
し
た
り
し
た
こ
と

を
伝
え
る
記
事
が
掲
戟
さ
れ
て
い
る。

ま
た、
一
―

日
付
朝
刊
に
は
九
日
に

搬
彩
さ
れ
た
「
米
原
付
近
の
除
雪
作
業」

と
い
う
写
真
も
載
っ
て
い
る
。

こ

う
し
た
情
報
は
当
然
泣
部
の
耳
に
も
入
っ
て
い
た
と
思
わ
れ、

様
子
を
見
つ

つ
の
上
京
だ
っ
た
と
も
思
わ
れ
る
が、

だ
と
し
て
も
大
雪
直
後
と
い
う
こ
と

で、

こ
の
上
京
が
強
行
軍
で
行
わ
れ
た
こ
と
が
想
像
さ
れ
る。

暁 [
―

月
十
一

日】

夜
汽
車
に
て
東
京
行

米
原
あ
た
り
大
雪

浅
井
桜
田
二
氏
同
行
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電
話
に
て
金
尾
に
通
じ、
午
後
三
時
頃
東
日
に
ゆ
く

夜
精
養
軒
に
て
宴
會

帰
途

相
嶋
奥
村
桜
田、
春

秋
渫
井
な
ど
こ
烏
蘭
茶
居
に
ゆ
く

夜
道
を
迷
ふ

〔
陪
説〕

「
東
日」
こ
と
東
京
H
日
新
聞
（
以
下、
東
B)
社
は、
明
治
五
年
に

「東

且
を
創
刊
し
た
日
報
社
を
前
身
と
す
る
が、
IVJ
治
四
四
年
に
大
師
社
が
日

報
社
を
合
併
し
て
成
立
（
正
式
に
は
大
阪
葡
日
新
冊
社
東
京
支
店
東
京
日
日

新
冊
発
行
所）。
な
お、
大
正
七
年一
月一
八
日
付
「
読
売
新
冊」
「
よ
み
う

り
抄」
に
よ
る
と、
泣
部
が
「
数
日
前
か
上
京、
彿
日
倶
楽
部
に
逗
留
中
の

氏
は
両
三
日
中
に
帰
阪
す
る
筈」
と
あ
り、
上
京
の
間、
泣
班
は
「
東
EI
（
侮

日）
倶
楽
部」
に
滞
在
し
て
い
た
と
推
定
さ
れ
る。

泣
犯
が
上
京
早
々
砲
話
を
か
け
た
「
金
尾」
は、
金
尾
種
次
郎
の
こ
と
で

あ
ろ
う
（
金
尾
種
次
郎
に
つ
い
て
は、
【一
月
十
七
El】
の
鮮
説
参
照）。

「
精
投
押」
は
東
京
で
最
初
の
西
洋
料
理
店
築
地
精
従
軒
の
こ
と
で
あ
ろ

う。
当
時
は、
京
橋
区
采
女
町
（
現、
中
央
区
銀
座）
に
あ
っ
た。
大
正
七

年一
月＝―
-

i

日
付
「
東
日
j

の
「
我
社
の
新
年
宴
会」
と
い
う
記
事
に、「
わ

が
社
の
新
年
宴
会
は
吉
例
に
よ
っ
た
昨
夕
五
時
か
ら
築
地
枡
焚
軒
に
於
て
催

さ
れ
た」
と
あ
る。

「
相
蛸」
は
【一
月
八
日】
の
陪
説
で
触
れ
た
相
閣
勘
次
郎
の
こ
と
で
あ

ろ
う。
ま
た、
「
奥
村」
は
奥
村
信
太
郎
(-
八
七
五
ー一
九
五一
）
の
こ

と
で
あ
ろ
う。
奥
村
倍
太
郎
は、
明
治
三
匹
年
に
大
節
に
入
社
し、
「
年
鑑
j

に
よ
る
と
大
正一
0
年
に
は
大
紺
紺
兆
局
の

剖王
幹
で
あ
っ
た。
「
桜
川」．

「
淡
井」
は
前
H
の
解
説
で
触
れ
た
桜
田
松
太
郎
と
浅
井
任
三
郎
の
こ
と
で

あ
り、
「
寿
秋」
は
春
秋
原
在
文
の
こ
と
で
あ
ろ
う。
「
年
鑑」
に
よ
る
と、

存
秋
は
大
iE-
0
年
に
は
東
E
学
芸
部
の
部
長
で
あ
り、
大
侮
逃
絡
部
の
部

長
を
兼
任
し
て
い
た。
「
烏
蘭
茶
居」
は
「
烏
lMi」
を
「
ウ
ー
ロ
ン」
と
疏

ん
で
よ
い
の
で
あ
れ
ば、
当
時
銀
座
尾
張
町
に
あ
っ
た
台
渕
喫
茶
店
（
通
称

ゥ
ー
ロ
ン）
の
こ
と
か。
松
綺
天
民
「
銀
座』
（
銀
ぶ
ら
ガ
イ
ド
社、
昭
和

二
年
五
月）
に
よ
る
と、
多
く
の
文
人・
有
名
人
が
出
入
り
し、
「
ウ
ー
ロ

ン
茶
の
他
に、
四
五
種
の
洋
洒
も
あ
っ
た
し、
美
味
し
い
洋
宜
も
紅
べ
さ
せ

た
も
の
で、
お
鈴、
お
幸
な
ど
云
ふ
美
人
の
女
給」
を
骰
い
て
い
る
こ
と
で

も
知
ら
れ
て
い
た
と
い
う。

[

l

月
十
三
日】
（
稿
末
影

印①）

朝
来
輿
謝
野
夫
妻
を
訪
ふ、
折
柄
歌
の
會
あ
り

と
も
団
る

石
井
柏
亭

澁
JII
玄
耳、
吉
井
勇、
久
保
田

万
太
郎、
堀
口
大
学、
涵
子
の
娘
婿
金
尾
春
草
な
ど
列
席、

「
輿
甜
野
夫
炭」
は、
与
謝
野
鉄
幹(-
八
七―-
T'一
九
三
五）
と
そ
の
要・

晶
子
(-
八
七
八
＼一
九
四一）
の
こ
と
で
あ
ろ
う。
鉄
幹
は
明
治
三
二
年

〔
解
説〕

夜
更
け
て
帰
宅
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に
新
詩
社
を
設
立、
翌
年
「
明
星』
を
創
刊
し
て
多
く
の
新
進
作
家・
詩
歌

人
を
脱
出
し
た。
夫
瑛
と
泣
競
の
閲
係
は
古
く、
特
に
鉄
幹
と
は
明
治
三―-l

年一
月
の
「
国
文
学」
に
鉄
幹
が
「
雑
笛
集
（
泣
班
君
を
想
硲
し
て）」
と

い
う
詩
を
梱
き、
そ
れ
に
対
し
て
泣
競
が
「
鉄
幹
君
に
報
ゆ」
（「
ふ
た
染
j

明
治
三
三
年一
月）
で
応
じ
た
時
か
ら
交
流
が
始
ま
り、
明
治
三
四
年
に
鉄

幹
が
西
下
し
た
際、
初
め
て
泣
班
と
会
う
こ
と
に
な
る。
同
年、
鉄
幹
は
品

子
と
結
婚
し、
以
後
泣
照
と
は
家
族
ぐ
る
み
の
付
き
合
い
が
続
い
た。

•

こ
の
日
の
「
歌
会」
に
つ
い
て
は、
大
正
七
年一
月一
三
日
付
『
時
事
新

報
j

「
文
芸
梢
息」
に
「
新
詩
社
新
年
歌
会」
と
あ
り、
鉄
幹
宅
で
行
わ
れ

た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る。
洋
画
家
の
石
井
柏
亭(-
八
八
ニ
ー一
九
五
八）、

新
聞
記
者
の
渋
川
玄
耳
(-
八
七
ニ
ー一
九
二
六）、
歌
人・
劇
作
家・
小

説
家
の
吉
井
勇
(-
八
八
六
ー一
九
六
0)、
小
説
家・
削
作
家・
俳
人
の

久
保
田
万
太
郎
(-
八
八
九
＼一
九
六
三）、
詩
人•
仏
文
学
研
究
者・
翻

訳
家
の
堀
口
大
学
(-
八
九
二
＼一
九
八一
）、
お
そ
ら
く
店
浜
虚
子
の
長

女
其
砂
子
の
夫
で
あ
る
兵
下
喜
太
郎
(-
八
八
八
ー一
九
六
五）、
そ
し
て

金
尾
種
次
郎
(

[

l

月
十
七
日】
の
解
説
参
照、
「
呑
雄」
は
金
尾
の
号
の一

つ）
な
ど
が、
そ
の
楊
に
い
た
こ
と
が
こ
の
日
記
か
ら
わ
か
る。

[

l

月
十
四
日】

桜
田、
浅
井
二
氏
と
具
に
歌
箕
伎
座
に
ゆ
く

「
花
の
御
所」、
「
野
崎
村]‘

云8
性
爺」
な
ど

野
崎
村
最
も
よ
ろ
し

〔
解
説〕

歌
舞
伎
座
は、
明
治
二
二
年
に
東
京
市
京
枡
区
木
挽
町
（
現、
東
京
都
中

央
区
銀
座）
に
開
設
さ
れ
た。
外
観
は
洋
風、
内
部
は
日
本
風
の
柏
造
り
だ

っ
た
の
を、
明
治
四
四
年
に
純
日
本
式
の
宮
殿
風
に
改
築
し
た。
大
正
七
年

一
月
の
演
目
は
「
花
の
御
所」、
「
国
姓
爺
合
戦」、
雀
右
衛
門
腹
名
狂
言
新

版
歌
祭
文

孟れ
綺
村」、
初
音
里
恋
仮
名
文
「
寿
靭
猿」
で
あ
っ
た
（「
東
京

朝
日
新
聞』
大
正
六
年―-]
月
二
六
日）。
な
お、
中
村
雀
右
衛
門
(-
八

七
五
ー一
九
二
七）
が

前年一
0
月
に、
三
代
目
と
し
て
の
製
名
披
捻
を
大

阪
浪
花
座
で
し
た
が、
こ
の
大
正
七
年一
月
の
東
京
歌
舞
伎
座
に
お
け
る
彼

の
公
演
は、
製
名
後
初
の
東
上
で
あ
っ
た。
そ
の
た
め、
殺
名
披
露
の
口
上

も
設
け
ら
れ
た
と
い
う。
泣
艇
が
「
汲
も
よ
ろ
し」
と
評
し
て
い
る
「
野
埼

村」
の
お
光
は、
こ
の
雀
右
脩
門
の
当
た
り
役
で
あ
っ
た。

【一
月
十
五
日】

高
安
を
訪
ふ
一
緒
に
中
葦
に
午
餐
を
喫
し
午
後

丸
善
に
ゆ
く、
鱈
宅

夜
櫻
田
漠
井
二
氏
を
停
寧
場

に
見
送
る

扇
説〕

「
高
安」
は、
詩
人・
削
作
家
の
高
安
月
郊
（一
八
六
九
＼一
九
四
四）

の
こ
と
で
あ
ろ
う。
詩
作
の
傍
ら
イ
プ
セ
ン
や
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
の
作
品
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を
翻
訳
し
て
い
た
が、
「
江
戸
城
明
渡
j

（
他
文
館、

明
治
三
六
年
五
月）

笠

に
よ
っ
て、

削
作
家
と
し
て
の
地
位
を
確
立
し
た。

泣
投
と
は
明
治
三
五
年

頃
か
ら
親
交
を
結
ぴ、

特
に
明
治
三
六
年
に
泣
巡
が
原
祁
へ
移
っ
て
か
ら
は

交
わ
り
を
深
め、

生
涯
の
友
と
な
っ
た。

泣
投
の
淡
作
子
で
す
ら、

月
郊
は

泣
鰍
に
と
っ
て
「
一

猾
の
親
友
だ
っ
た
か
ら、

翡
安
さ
ん
か
ら
の
手
紙
は
全

然
見
せ
て
も
ら
え
な
か
っ
た」

と
い
う
（
滋
谷
昭
夫
「
泣
部
残
照
j

削
文
社、

平
成
一
五
年一

月）。

ち
な
み
に、

泣
W
文
印
に
残
る
月
郊
の
術
前
は
約一
―

五
0
迎
と
最
も
多
い。
．

ま
た`

泣
5出

と
月
郊
は
し
ば
し
ば
洋
泄り
の
梢
報
交
換
や
代
し
伯
り
を
し
て

お
り、

こ
こ
で
も
二
人
で
「
九
速」

に
洋
瑚
探
し
に
出
か
け
た
り
し
た
の
か

も
し
れ
な
い
，

【
一

月
十
六
日】

朝
寒
し

藤
村

孤
蝶
を
訪
ひ

電
話
に
て
横
山
大
観
を
よ
ぷ

•
•

 

結
城
を
玄
文
社
に
訪
ふ

〔
解
説〕

「
藤
村」

は
島
鮒
蔽
村
(
-

八
七
ニ
ー
一

九
四
二
）

の
こ
と
で
あ
ろ
う。

こ
の
時
の
藤
村
と
の
会
見
に
つ
い
て
は、

泣
堕
が
後
年
「
初
対
面
か
二
庶
目

か」
（「
サ
ン
デ
ー
侮
日」

昭
和
六
年
一
月
I
H)

で
語
っ
て
い
る。

こ
の
会

相
撲
に
行
き
し
と
て
不
在

不
在夜
に
入
り
て
金
尾
を
訪
ふ

見
が
初
対
面
か
否
か
に
つ
い
て
の
泣
翔
と
源
村
の
「
い
ひ
争」
い
が、

そ
こ

で
は
主
に
描
か
れ
て
い
る
の
だ
が
（
実
際
は
泣
狼
の
い
う
よ
う
に
初
対
面
で

あ
っ
た
ら
し
い）、

そ
こ
に
は
同
時
に
「
私
に
は
新
聞
社
か
ら
頼
ま
れ
た
さ

し
当
つ
て
の
川
事
が
あ
っ
た」

と
も
あ
り、

社
命
を
僻
ぴ
た
訪
間
で
あ
っ．
た

こ
と
が
わ
か
る。

聡
村
は
既
に
「
芝
の
客
舎
に
て」
（
随
節）

を
こ
の
年
一

月
六
日
付
「
大
飾」

朝
刊
に
掲
載
し
て
い
る
が`

そ
の
お
礼
と
さ
ら
な
る
窃

船
依
頼
を
し
た
か。

な
お、
[
-

rJ
ニ
日】

の
肝
説
で
触
れ
た
「
新
朴
の
大

阪
術
日
新
冊」

で
は、

蔽
村
の
「
短
紺
小
説」

掲
戦
の
予
告
が
出
て
い
る。

た
だ
し、

結
局
こ
の
後
藤
村
の
小
説
が
「
大
師」

に
掲
載
さ
れ
た
形
跡
は
な

、
。「

孤
蝶
J

は
英
文
学
者
・
翻
訳
，冬
・
随
部
家
の
馬
楊
孤
蝶
(
-
八
六
九
＼

一
九
凹
0)

の
こ
と
で
あ
ろ
う。

こ
の
時
期
孤
蝶
は
「
東
Hj

に
「
狩
弁」

と
い
う
随
節
を
掲
載
し
た
り
（
一
月
一
六
i
二
0
日）、

ま
た
同
紙
の
「「
固

詩」

切ゲ
集」

と
い
う
投
松
媒
狛
企
画
の
「
幹
事」

だ
っ
た
り
す
る
た
め、

そ

の
あ
た
り
の
こ
と
が
話
題
に
の
ぽ
っ
た
か
c

横
山
大
観
(
-
八
六
八
1
一
九

五
八）

は
留
わ
ず
と
知
れ
た
日
本
画
培
の
中
心
人
物
で
あ
る
が、

こ
の
時
期

「
大
侮』

に
大
観
の
「
海
辺
の
松」
（
一
月
八
H
•

朝
刊）

な
ど
の
画
が
掲

載
さ
れ
た
り、

金
尾
文
潤
微
刊
の
「
東
湘
近
五
十
三
次
絵
巻」
（
大
正
四
年

九
月）

に
画
を
寄
せ
て
い
た
り
し
た
こ
と
か
ら、

泣
狼
と
金
尾
の
間
で
大
観

を
呼
ぼ
う
と
い
う
話
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か。

だ
が、

大
正
七
年一

月
一

一

日
付
「
読
売
新
聞」
「
よ
み
う
り
抄」

に
は、

大
観
が
「
十
日
出
発
京
都

に
向
へ
り」

と
あ
り、

こ
の
時
大
観
は
閑
西
に
い
た
ら
し
い
。
「
結
城」

は
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夜
銀
座
に
て
食
事
し
たヽ

む

末
廣
に
て
午
餐
を
喫
す

午
後
有
嶋
武
郎
里
見
弾
を
訪
ふ

里
見
揖

■
風
邪
に
て
臥
床
中、
二
家
に
て
讀
賣
記
者
加
藤
謙

前
の
日、
藤
村
方
に
て
も
會
ひ
し
人
な
り

〔
解
説〕

「
金
尾」
は、
金
尾
文
淵
業
の
主
人
金
尾
種
次
郎(-
八
七
九
ー一
九
四
七）

の
こ
と
で
あ
ろ
う。
大
阪
で
金
屈
文
淵
棠
を
維
ぎ、
泣
菫
の
「
姪
笛
集
J

(
明

治
三
二
年ー
一
月）
を
出
版
し
た。
そ
れ
を
き
っ
か
け
に
生
涯
に
わ
た
る
親

交
が
結
ば
れ、
泣
路
は
金
尾
が
出
す
雑
誌
「
小
天
地」
（
明
治
三
三
年
l

o

月
＼
三
六
年一
月）
の
淵
集
を
担
当
す
る
よ
う
に
な
る。
し
か
し、
経
営
苦

か
ら
金
尾
は
明
治
三
八
年
に
大
阪
の
店
を
た
た
ん
で
上
京
し、
こ
の
頃
は
東

京
市
麹
町
区（
現、
東
京
都
千
代
田
区）
平
河
町
で
開
業
し
て
い
た。
「
末
樅」

に
つ
い
て
は
い
く
つ
か
候
補
が
あ
ろ
う
が、
上
京
中
の
泣
部
の
行
動
範
囲
か

ら
い
え
ば、
日
本
橋
下
横
町
の
烏
鋭
屋
木
広
本
店
で
あ
ろ
う
か。
「
東
京
氏

通
番
付」
（
幾
文
館、
大
正
六
年
二
月）
で
も
多
く
取
り
上
げ
ら
れ
る
有
名

店
で、
大
正
八
年一
月―
一
日
の
成
瀬
正一
焔
朝
歓
迎
会
（
大
正
八
年一
月

に
會
ふ

【一
月
十
七
日】

午
前
金
尾
来
る

結
城
礼一
郎
の
こ
と
で
あ
ろ
う
（
玄
文
社
と
と
も
に
【一
月
二
十
七
日
I

の

．
解
説
参
照）。

一
九
日
付
「
続
売
新
聞」
朝
刊
に、
そ
の
取
材
記
事・
写
其
が
掲
戟）
な
ど、

作
家
た
ち
に
も
利
用
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る。

有
島
武
郎・
里
見
惇
に
つ
い
て
は
【一
月
二
日】
の
解
説
を
参
照。
前
日

の
藤
村
と
の
会
見
と
絞
け
て、
泣
巡
は
加
藤
謙
と
い
う
読
売
新
聞
の
記
者
と

出
く
わ
し
た
よ
う
で
あ
る。
こ
の
加
藤
謙
と
い
う
人
物
に
つ
い
て
は、
読
売

新
湖
記
者
と
い
う
こ
と
以
外
ほ
ぼ
未
詳
で
あ
る
が、
先
の
成
湘
正一
帰
朝
祝

賀
会
の
記
事
に
は、
実
は
加
藤
も
お
そ
ら
く
記
者
と
し
て
そ
の
会
に
参
加
し

て
い
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る。
文
学
者
に
関
わ
る
場
面
に
出
現
し
て
い
る

と
こ
ろ
か
ら、
お
そ
ら
く
当
時
の
読
売
新
聞
の
文
芸
部
記
者
だ
っ
た
の
で
は

な
い
か。
泣
犯
に
と
っ
て
は
ラ
イ
バ
ル
的
存
在
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う。

【一
月
十
八
日】
（
稿
末
影

印②）

朝
満
谷
を
訪
ふ

中
條
百
合
子

高
安
訪
問

夜
に
入
り
て
■
国
園
今
井
に
玄
文
社
の
結
城

服
部
□
口
に
御
恥
走
に
あ
ふ

〔
解
説〕

「
沿
谷」
は
洋
圃
家
の
洗
谷
国
四
郎
(-
八
七
四
ー一
九
三
六）
の
こ
と

で
あ
ろ
う。
滴
谷
と
泣
逍
の
関
係
は
古
く、
そ
も
そ
も
二
人
は
岡
山
県
尋
常

中
学
校
で
二
学
年
差
の
先
樅
後
樅
で
あ
っ
た
が、
本
格
的
な
交
流
は
二
人
が

上
京
し
て
漢
学
泌
淵
絹
粛
院
で
机
を
並
ぺ
た
時
だ
と
い
う。
こ
れ
を
き
っ
か

け
に、
「
白
玉
姫」
（
金
尾
文
淵
堂、
明
治
三
八
年
六
月）
や
「
白
羊
宮』
（
同、
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【一
月
十
九
日】

朝
田
端
に
芥
川
龍
之
介
を
訪
ふ

夜
は
鴻
の
巣
に
友

明
治
三
九
年
五
月）
ほ
か、
多
く
の
泣
毀
詩
集
の
装
慎
や
挿
絵
が
滴
谷
の
手

に
よ
る
と
こ
ろ
と
な
る。
二
人
の
交
流
に
つ
い
て
は、
泣
狼
自
身
の
文
章「
詩

集
の
後
に」
（『
泣
雖
詩
渠
j

大
阪
侮
日
新
聞
社、
大
正一
四
年
二
月）
や、

松
村
緑
前
掲
Uf、
羽
原
卓
也•
西
山
康一
・
山
本
秀
樹
「
倉
敷
市
蔵
博
田
泣

巡
文
庫

満
谷
国
四
郎
歯
簡

翻
刻・
解
説」
（「
岡
大
国
文吟

需と
平
成
二

六
年
三
月・
ニ
七
年一
二
月）
を
参
照
さ
れ
た
い。

中
條
百
合
子
は
後
の
宮
本
百
合
子(-
八
九
九
1一
九
五
一

）
で（「
中
條」

．
は
旧
姓）、
大
正
五
年
九
月、
一
七
歳
で
「
貨
し
き
人
々
の
群」
を
「
中
央

公
論
j

に
発
表
し、
文
境
に
彗
星
の
如
く
登
場
し
た。
こ
の
当
時
は
天
才
少

女
と
し
て
注
目
を
浴
び
て
い
た
時
期
で
あ
り、
泣
巡
と
し
て
は
そ
の
注
目
さ

れ
て
い
る
中
條
に、
「
大
毎」
で
大
い
に
活
躍
し
て
も
ら
う
こ
と
を
期
待
し

て
の
訪
問
だ
っ
た
ろ
う。
実
際、【一
月一＿
日】
の
解
説
で
触
れ
た「一
二
郎
爺」

の
み
な
ら
ず、
「
加
能」
（
大
正
九
年
八
月一
七
日
1
二
八
日）
と
い
う
小
説

も
「
大
毎」
夕
刊
に
載
せ
て
い
る。
そ
の
他、「
高
安」
は
【一
月
十
五
日】

の
解
説
に
触
れ
た
裔
安
月
郊
の
こ
と
で
あ
ろ
う。
「
結
城」
は
[

l

月
二
十

七
日】
の
解
説
で
触
れ
た
結
城
礼一
郎、
「
服
部」
は
同
じ
く
当
時
玄
文
社

に
い
た
服
部
普
白
の
こ
と
か。
「
烏
森
今
井」
に
つ
い
て
は
不
明
だ
が、
烏

森
に
隣
接
す
る
銀
座
出
雲
町
に
あ
っ
た
西
洋
料
理
店
今
井
の
こ
と
か
（
前
掲

「
東
京
食
通
番
付
j

参
照）。

人
の
招
宴
あ
り

主
人
側

与
謝
野
夫
妻、
高
安
参
郎、

金
尾
思
西、
吉
井
勇、
長
田
幹
彦、
生
田
葵、
沖

野
岩＿二
郎、
徳
田
秋
声、
児
玉
花
外、
北
原
白
秋、
久
保．

田
萬
太
郎、
高
村
光
太
郎、
濱
尾
□
國、
森
田
恒
友

安
成
二
郎、
結
城
礼一
郎、
松
崎
天
民、
堀
口
大
学
の

児
玉
氏
大
に
酔
ふ

〔
解
説〕

芥
川
龍
之
介
（
一

八
九
ニ
ー
一

九
二
七）
は、
こ
の
泣
菓
と
の
会
見
後、

大
正
七
年
一

月
三一
日
付
泣
批
宛
柑
簡
に
「
御
上
京
の
節
は

折
角
御
た
づ

ね
下
す
っ
た
の
に
何
の
御
も
て
な
し
も
な
く
甚
失
礼
し
ま
し
た

あ
の
夜
飢

松
亭
で
久
保
万
に
あ
ひ
鴻
之
巣
行
き
を
す
A

め
ら
れ
ま
し
た
が

三
土
会
へ

来
る
人
に
使
の
学
校
の
用
む
き
を
通
へ
る
必
要
が
あ
り
ま
し
た
か
ら

欠
席

し
ま
し
た」
と
舟
い
て
い
る。
そ
し
て、
さ
ら
に
「
そ
の
節
御
話
し
の
件
も

よ
ろ
し
く
穎
ひ
ま
す」
と
も
記
し
て
お
り、
こ
の
班
簡
の
言
架
と
本
日
記
の

記
述
を
総
合
す
る
と、
「
そ
の
節」
す
な
わ
ち
こ
の一
月一
九
日
の
会
見
が、

大
毎
社
社
友
と
し
て
芥
川
を
招
く
た
め
の
相
談
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る。

「
鴻
の
巣」
は
当
時
京
橋
区
南
伝
馬
町
（
現、
中
央
区
京
橋）
に
あ
っ
た

フ
ラ
ン
ス
料
理
レ
ス
ト
ラ
ン
鴻
乃
巣
の
こ
と
で
あ
ろ
う。
作
家
た
ち
に
愛
さ

れ、
こ
の一
週
間
ほ
ど
前
の
一

月一
三
日
に
は
日
夏
欣
之
介

「転
身
の
頌』

（
光
凪
館
掛
店、
大
正
六
年―
二
月）
の
出
版
記
念
会
が
開
か
れ
て
い
る。

そ
の
他、
こ
こ
に
あ
げ
ら
れ
た
人
物
に
つ
い
て
節
単
に
触
れ
て
お
く
と、

＋
氏
な
り
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あ
り

【一
月
二
十
日】
（
稿
末
影
印
③）

朝
我
孫
子
に
武
者
小
路
氏
を
訪
ふ

志
賀
直
哉
画
囮

与
謝
野
夫
姿
は
【一
月
十
三
日】
の
解
説
を
参
照。
「
商
安
参
郎」
は
[

i

み
つ
“

月
十
五
日】
の
解
説
で
触
れ
た
高
安
月
郊
の
こ
と
で、
本
名
は
三
郎
だ
が
「
参

郎」
と
も
署
名
し
た。
「
金
尾
息
西」
は
【一
月
十
七
日】
の
解
説
で
触
れ

た
金
尾
種
次
郎
で
あ
り、
「
息
西」
は
金
尾
の
号
の―
つ
で
あ
る。
吉
井
勇

に
つ
い
て
は
【一
月
十――-
Bl
の
解
説
を
参
照。
ま
た、
長
田
幹
彦
(-
八

八
七
1一
九
六
四）、
生
田
葵
（
葵
山、
一
八
七
六
i一
九
凶
五）、
沖
野
岩

三
郎
(-
八
七
六
ー一
九
五
六）、
徳
田
秋
声
(-
八
七＿
1-
九
四
三）

．
は
す
べ
て
小
説
家。
児
玉
花
外
(-
八
七
四
ー一
九
四
三）
は
詩
人。
北
原

白
秋
(-
八
八
五
i一
九
四
l

-）
は
詩
人・
歌
人。
久
保
田
万
太
郎
は
【一

月
十
三
日】
の
解
説
を
参
照。
高
村
光
太
郎
(-
八
八
三
ー一
九
五
六）
は

詩
人・
彫
刻
家。
森
田
恒
友
(-
八
八一
ー一
九
三
三）
は
洋
匪
家。
安
成

二
郎
(-
八
八
六
1l
九
七
四）
は
歌
人・
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト

：小
説
家。

結
城
礼一
郎
は
【
1

月
二
十
七
日】
の
解
説
を
参
照。
松
崎
天
民
(-
八
七

八
ー一
九
三
四）
は
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
c

堀
口
大
学
は
【一
月
十
三
日】
の

解
説
を
参
照。
多
く
は
古
く
か
ら
泣
迅
と
付
き
合
い
の
あ
る
者
た
ち
で
あ
っ

た。
判
読
で
き
な
か
っ
た
「
浜
尾」
と

1ー

ーー

ーー

ー

4ー
し

い
う
人
物
の
部
分
に
つ
い
て
は、
下
の

下直9口aん¢中仕屯
Kい

彩
印
を
参
照
さ
れ
た
い。

rーJ

ーー！

ーー＇

ーーJ

I
I

〔
解
説〕

「
武
者
小
路
氏」
と
は、
白
樺
派
の
作
家
武
者
小
路
実
篤
(-
八
八
五
ー

一
九
七
六）
を
指
す。
大
正
五
か
ら
七
年
ま
で
千
菜
限
我
孫
子
町
（
現、
我

孫
子
市）
に
住
ん
で
い
た
が、
泣
血
は
こ
の
我
孫
子
の
爽
節
の
家
ま
で
直
接

行
っ
て、
原
稿
依
穎
を
し
た
の
で
は
な
い
か
と
推
察
さ
れ
る。
し
か
し、
こ

の
時、
武
者
小
路
は
病
床
に
あ
っ
た
ら
し
い。
大
正
七
年一
月
二
八
H
付
源

田
泣
犯
宛
武
者
小
路
杏
簡
（
前
掲
「
薄
田
泣
班
宛
柑
葡
集

作
家
茄」）
に
は、

「
先
日
は
遠
い
処
を
来
て
救
い
た
の
に
荊
床
で
失
礼
い
た
し
ま
し
た。
幸
全

快
い
た
し
ま
し
た。
感
想
で
よ
ろ
し
く
ぱ
来
月
末
頃
に
出
さ
し
て
載
け
る
と

思
ひ
ま
す」
と
あ
る。
実
際、
実
節
は
こ
の
後
「
大
侮」
夕
刊
に
「
あ
る
国」

（
大
正
七
年
七
月―
ニ
ー
ニ―
日）
と
い
う
「
新
し
き
村」
迎
動
に
繋
が
る

文
漱
を
述
載
し
て
い
る。

志
釘
直
哉
(-
八
八＝1
1一
九
七
i

)

は
実
篤
よ
り
少
し
早
く、
大
正
匹

年
か
ら
七
年
半
ほ
ど
我
孫
子
に
住
み、
執
僚
活
動
を
行っ
て
い
た
（
志
賀
と

泣
堕
の
や
り
取
り
に
つ
い
て
は
西
山
Eit-
．
庄
司
述
也
「
志
質
直
哉
と
「
大

阪
毎
日
新
闘
j

ー
「
或
る
男、
共
姉
の
死」
「
暗
夜
行
路」
背
飛
考

_」
（「
岡
大
国
文
論
秘」
平
成
二
五
年一二
月）
参
照）。
そ
の
他、
柳
宗

悦
や
パ
ー
ナ
ー
ド・
リ
ー
チ
と
い
っ
た
白
椋
派
関
係
者
も
当
時
我
孫
子
に
移

住
し
て
お
り、
我
孫
子
は
当
時
白
樺
派
の
拠
点
の一
っ
と
な
っ
て
い
た。

夜
園
日
の
松
内

団
園
に
の
む

桑
の、
原
田、
困
固
と
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「
束
日
の
松
内

桑
の、

原
田、
木
造」
と
は
松
内
則
信、

桑
野
正
夫、

原
田
信
造、
木
造
他
三
の
こ
と
だ
ろ
う
か。
「
年
毀」
で
は
大
正一
0
年
時

点
で、
松
内
則
信
は
束
日
紺
輯
局
副
主
幹、

桑
野
正
夫
は
大
紺
休
戦
貝、
原

田
信
造
は
東
日
社
会
部、
木
造
荊
三
は
大
彿
社
会
部
と
記
載
さ
れ
て
い
る。

「
竹
菜」
は
（
そ
う
読
ん
で
よ
い
の
な
ら）
鰻・
日
本
科
理
の
有
名
店
竹
業

半
の
こ
と
か
（
松
崎
天
民
「
東
京
食
べ
あ
る
記
j

誠
文
紫、
昭
和
六
年一
月

参
照）。

【一
月
二
十一
日】

朝
与
謝
野
を
訪
ひ

夜
寮
京
を
出
発
す

与
謝
野
夫
妻、
茅
野
夫
人、
金
尾
見
送
り
に
来
る

小
林
政
治
氏
も
ま
た

茅
野
氏
は
さ
き
に
宿
所
を
も
訪
問
せ
ら
れ
た
り

〔
解
説〕

「
茅
野
夫
人」
は、
歌
人
の
茅
野
雅
子
(-
八
八
0
1一
九
四
六）
の
こ

と
で
あ
ろ
う。
同
じ
く
歌
人
で
詩
人
・
独
文
学
研
究
者
で
も
あ
る
茅
野
薙
々

(

i

八
八
三
ー一
九
四
六）
の
要
で
あ
る。
雅
子
は
明
治
三
三
年
か
ら
鉄
幹

の
新
詩
社
に
加
わ
る。
品
子
と
山
川
登
美
子
と
の
合
箸
歌
集
「
恋
衣
J

(
本

祁
愁
院、

明
治＿―-
八
年一
月）
の
巻
頭
に
は、
「
詩
人
薄
田
泣
型
の
君
に
拌

げ
ま
つ
る」
と
い
う
献
辞
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る。
惹
々
に
関
し
て
は、
鉄
幹

の
明
治
四一
年
八
月
二
九
日
（
推
定）
泣
堅
宛
掛
簡
（
前
掲
『
菊
田
泣
路
宛

詩
歌
人
筒」）
に、

京
都
の
究
三
裔
等
学
校
に
赴
任
し
た
揺
々
を

泣
部
に
紹
介
す
る
よ
う
な
言
菜
が
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら、
こ
の
頃
よ
り
関
係

が
出
来
た
か。
大
正
七
年
の
頃
に
は、
涵
々
の
脱
応
義
熟
赴
任
の
た
め、
茅

野
夫
爽
は
東
京
に
い
た。

小
林
政
治
(-
八
七
七
i一
九
五
六）
は
大
阪
の
実
業
家
で
天
眠
の
号
を

持
ち、
関
西
の
準
分
け
的
文
芸
誌
「
よ
し
あ
し
草』
の
創
刊
（
明
治一
ll
O
年

七
月）
に
尽
力
し、
「
難
破
船
j

(「
少
年
文
集」
明
治
二
九
年
四
月）
な
ど

の
小
説
も
魯
い
た
人
物
で
あ
る。
明
治
三
六
年
に
は
天
佑
社
を
立
ち
上
げ、

以
後
出
版
事
業
に
も
携
わ
る。
与
謝
野
夫
要
の
後
援
者
と
し
て
も
知
ら
れ
る。

[―
月
二
十
二
日】

＋
時
鰭
宅

菊
池
氏
三
男
浩
氏
の
訃
を
閏
き

見
舞
に
ゆ
く

三
時
出
社

祖
嶋
奥
村
二
氏
に
話
す

夜
再
び
菊
池
氏
に
ゆ
く

〔
解
説〕

「
菊
池
氏」
は
菊
池
幽
芳
の
こ
と
で
あ
ろ
う
（
菊
池
歯
芳
に
つ
い
て
は
【一

月
八
日】
の
解
説
参
照）。
幽
芳
と
泣
巡
の
関
係
は
古
く、
明
治
三
三
年
頃、

金
尾
種
次
郎
を
介
し
て
知
り
合
っ
た
と
思
わ
れ
る。
泣
巡
ら
の
紺
集
し
た「
小

天
地
j

（
金
尾
文
淵
蕊、
明
治
三
三
年一
0
月
創
刊）
で
幽
芳
は
賛
助
貝
に

な
り、
一
方
泣
堕
は
同
年―
二
月
に
菊
池
の
い
た
大
毎
社
に
入
社
し
て
い
る。

柑
簡
集
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そ
の
後、
「
小
天
地』
糧
集
専
念
の
た
め、
泣
菓
は
い
っ
た
ん
大
彿
社
を
や

．
め
る
が、
大
正
元
年
に
再
入
社
し、
以
来
幽
芳
の
下
で
学
芸
部
を
と
も
に
盛

・
り
立
て
て
い
く。
そ
の
後
も
家
が
近
い
こ
と
も
あ
り、
晩
年
ま
で
付
き
合
い

が
盛
ん
で、
泣
巡
の
経
の
硲
碑
銘
は
座
芳
の
箪
に
よ
る
も
の
と
な
っ
て
い
る。

そ
の
他、
「
相
船」
は
相
紛
勘
次
郎
([一
月
八
日】
の
解
説
参
照）、
「
奥

村」
は
奥
村
信
太
郎
（【一
月
十
二
日
l

の
解
説
参
照）
の
こ
と
と
思
わ
れ
る。

【一
月
二
十
三
日】

朝
菊
池
氏
に
ゆ
く

西
の
宮
火
葬
場
に
葬
式
を
了
へ
た
る

は
午
後一
時、
同
三
時
出
社。

【一
月
二
十
五
日】

日
曜
附
録
メ
切
の
日
と
て
忙
か
し

に
又
手
を
入
れ
て
名
越
君
に
わ
た
す

画
も
ぞ
ん
さ
い
也

名
越
名
に
第
二
茶
話
の
表
紙
画
を
頼
む

名
越
君
の

お
伽
は
な
し
の
謬

〔
解
説〕

「
大
侮
j

の
「
日
曜
附
録」
は
明
治
中
期
か
ら
あ
っ
た
が、
ア
メ
リ
カ
の

【一
月
二
十
四
日】

東京
で
世
話
に
な
っ
た
人
に
礼
状
を
出
す

【一
月
二
十
六
日]

日
曜
新
聞
に
倣
っ
て
時
事
招
説
か
ら
娯
楽・
ス
ボ
ー
ツ
記
事
等
を
盛
っ
た
写

真
画
報
を
付
す、
と
い
う
日
曜
附
録
拡
張
計
画
が
「
大
正
八・
九
年
の
こ
ろ

か
ら
幹
部
の
間
に
あ
っ
た」。
こ
れ
が
後
の
「
サ
ン
デ
ー
毎
日
j

創
刊
（
大

正―
一
年
四
月
）

に
繋
が
る
の
だ
が、
一
カ
で
日
曜
附
録
の
組
集
は
学
芸
部

が
他
の
仕
事
と
と
も
に
担
当
し
た
た
め、
そ
の
拡
張
は
大
き
な
負
担
と
な
り、

結
局
「
サ
ン
デ
ー
毎
日
j

が
出
て
将
く
し
た
頃
（
大
正ー
ニ
年
ご一
月
）

学

芸
部
は
照
理・
解
体
さ
れ
た
と
い
う
（
以
上、
「
彿
日
新
聞
百
年
史」
郁
日

新
聞
社、
昭
和
四
七
年
二
月）。
こ
の
日
記
を
見
る
と、
大
正
七
年
の
段
階

で
も
既
に
日
曜
附
録
の
仕
事
が
負
担
だ
っ
た
こ
と
が
窺
え
て
卯
味
深
い。

ま
た、
「
お
伽
は
な
し」
は
一一
月一
E]
の
招
説
で
触
れ
た
「
お
伽
噺

と
お
伽
唄」
の
こ
と
で
は
な
く、
こ
の
時
期
の
「
大
毎」
日
曜
付
録
で
連
載

さ
れ
て
い
た
「
オ
ト
ギ
バ
ナ
シ」
の
こ
と
で
あ
ろ
う。
「
名
越
君」
は
挿
絵

画
家
の
名
越
国
三
郎
(-
八
八
五
i一
九
五
七）
の
こ
と
で、
「
年
鑑』
に

よ
る
と
大
正一
0
年
に
は
大
師
学
芸
部
に
所
屈
し
て
い
た。
「
オ
ト
ギ
パ
ナ

シ」
に
は
署
名
が
な
い
た
め、
誰
の
手
に
よ
る
の
か
不
明
で
あ
っ
た
が、
こ

の
日
記
の
記
述
か
ら
泣
堕
作・
名
越
国一二
郎
面
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る。
な

お、
こ
こ
で
い
わ
れ
る
「
オ
ト
ギ
バ
ナ
シ」
は、
二
七
日
付
夕
刊
に
掲
戟
さ

れ
た
「
樵
夫
と
鬼」
に
あ
た
り、
そ
こ
に
は
四
枚
の
名
越
国一二
郎
の
挿
絵
が

付
さ
れ
て
い
る。
「
第
二
茶
話」
に
つ
い
て
は、
【一
月
二
十
七
a】
の
陪
説

を
参
照。
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【一
月
二
十
七
日】

晴

寒
し

結
城
に
手
紙
し
た
A

む

に
つ
い
て
相
談。

子
供
三
人
に
西
洋
の
郵
便
切
手
を
分
け
て
や
る
檀
と
桂
と

切
手
に
つ
い
て
競
争
す

妻
よ
り
与
割
野
夫
人
へ
手
紙
す

〔
解
説〕

「
結
城」
は
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
結
城
礼一
郎
(-
八
七
八
ー一
九――
九）

の
こ
と
で
あ
ろ
う。
泣
班
と
の
関
係
は
明
治
三
0
年
代
中
頃
か
ら
か
と
息
わ

れ、
四
四
年
「
帝
国
新
岡」
創
刊
の
際
に
は、
主
幹
を
任
さ
れ
た
結
城
は
泣

〔
解
説〕

輿
■
謝
野
氏
に
お
伽
噺
を
お
く
る

第
二
茶
話
集
の
名
目

こ
こ
で
の
「
お
伽
噺」
は、
[-
月一
日】
の
解
説
で
触
れ
た
前
年―
ニ

月
刊
行
の
「
お
伽
噺
と
お
伽
唄」
（
宿
山
切）
の
こ
と
で
あ
ろ
う。
も
ち
ろ
ん、

こ
れ
ま
で
の
長
い
付
き
合
い
の
た
め
も
あ
ろ
う
が、
泣
部
と
し
て
は
上
京
中、

最
初
か
ら

餃後
ま
で
お
泄
話
に
な
っ
た
与
謝
野
鉄
幹・
晶
子
に、
御
礼
の
品

と
し
て
贈
る
意
味
も
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か。
ま
た‘
[
お
伽
噺
と
お
伽
唄」

の
内
容
を
考
え
れ
ば、
与
謝
野
夫
要
の
間
に
は
当
時
ま
だ
幼
い
子
供
た
ち
が

た
く
さ
ん
い
た
た
め
に
贈
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い。

崩
を
文
芸
部
長
に
招
聘
し
て
い
る。
こ
の
大
正
七
年
の
頃
に
は、
結
城
は
玄

文
社
の
主
幹
を
務
め
て
い
た。
玄
文
社
は
大
正
五
年
に、
化
粧
品
メ
ー
カ
ー

の
伊
東
胡
蝶
園
の
二
代
目
社
長
伊
東
栄
が
削
め
た
出
版
社
で
あ
る。
「
祁
ニ

茶
話」
は
大
正
七
年
四
月、
こ
の
玄
文
社
よ
り
刊
行
さ
れ
た
「
後
の
茶
話」

の
こ
と
か
と
思
わ
れ
る。
「
第
二
茶
話」
す
な
わ
ち
「
後
の
茶
話
j

が
結
城

の
玄
文
社
か
ら
出
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
た
め、
手
紙
で
そ
の
「
名
目
に
つ

い
て
相
談」
し
た
の
だ
ろ
う。
だ
と
す
れ
ば、「
第
二
茶
話」
が
「
後
の
茶
話
j

と
い
う
タ
イ
ト
ル
に
決
ま
っ
た
の
は、
結
城
の
提
案
に
よ
る
か。
少
な
く
と

も
こ
の
訓
の
手
紙
の
や
り
取
り
の
中
で、
そ
の
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
と
推

測
さ
れ
る。

「
拉」
は
長
女
の
ま
ゆ
み
の
こ
と
で
あ
り、
し
た
が
っ
て
「
子
供ー
1一
人」

と
は、
長
女
の
ま
ゆ
み
・
長
男
の
桂・
次
女
の
和
子
の
こ
と
で
あ
ろ
う。

「
要
よ
り
与
謝
野
夫
人
へ
手
紙
す」
と
い
う
と
こ
ろ
か
ら
は、
与
謝
野
夫

要
と
の
家
族
ぐ
る
み
の
付
き
合
い
が
窺
え
る。
た
と
え
ば、
与
謝
野
夫
要
の

次
男・
秀
の
名
前
が
泣
郎
の
命
名
に
よ
る
の
も
そ
の一
っ
で
あ
ろ
う。

【一
月
二
十
八
日
l

（
稿
末
影
印
④）

曇、
稽
暖
か
な
り

満
谷
國
四
郎、
沖
野
岩
三
郎
（
冨
士
見
川
六
の
七）

高
安
月
郊‘

□
{]
ロ
ロ
面
よ
り
来
書

十一
■
時
新
聞
社
に
ゆ
く

第
二
茶
話
の
原
■
稿
整
理

小
平
女
史
児
玉
花
外
の
宿
所
を
tll
く

緑
該
の
件
固
囮
団

幹
部
會。
ク
リ
エ
ー
チ
ヴ・
ク
リ
チ
シ
ズ
ム
を
よ
む

- 32 -



夜
例
の
通
り
子
供＿＿一
人
に
西
洋
の
郵
便
切
手
を
分
つ

．
の
も
の
問
題
に
な
り

檀
と
桂
と
疏
を
ひ
く

．
次
ぎ
の
日
曜
に
六
甲
登
山
の
會
あ
り

〔
解
説〕

満
谷
国
四
郎
に
つ
い
て
は
【一
月
十
八
日】
の
解
説
を、
沖
野
岩
三
郎
に

つ
い
て
は
【一
月
十
九
日
l

の
解
説
を、
高
安
月
郊
に
つ
い
て
は
【一
月
十

•
五
8】
の
解
説
を
参
照。
「
第
二
茶
話」
に
つ
い
て
は
――
月
二
十
七
B】

の
解
説
に
記
し
た
が、
こ
の
日
も
そ
の
整
理
に
追
わ
れ
て
い
る
よ
う
だ。

小
平
初
子
は
「
年
鑑』
に
よ
る
と、
大
正一
0
年
に
は
大
毎
述
絡
部
に
所

屈
し
て
い
る。
「
泣
路
詩
集」
（
大
阪
毎
日
新
開
社、
大
正一
四
年
二
月）
収

録
の
「
詩
集
の
後
に」
に
は、
「
小
平
初
子
氏
は一
部
原
秘
の
窃
し
と
口
述

述
記
と
に
力
を
藉
し
て
下
さ
っ
た」
と
粛
か
れ
お
り、
晩
年
ま
で
泣
難
と
は

親
し
い
付
き
合
い
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る。
泣
菓
文
庫
に
も、
小
平
か
ら
の

也
冊
五
通
が
残
っ
て
い
る。
児
玉
花
外
に
つ
い
て
は
【一
月
十
九
日】
の
解

説
を
参
照。
泣
業
と
の
付
き
合
い
は
古
く、
知
人
の
平
尾
不
孤
を
介
し
て、

花
外
が
明
治
三
三
年
頃
か
ら
金
尾
文
淵
堂
の
雑
誌「
ふ
た
業
j

や「
小
天
地
j

に
詩
を
掲
戟
す
る
よ
う
に
な
り、
同
じ
頃
金
尾
文
淵
盆
の
二
階
で『
小
天
地
j

の
編
染
を
し
て
い
た
泣
菓
と
も
知
り
合
う
こ
と
に
な
っ
た
ら
し
い。

「
子
供
三
人」
や
「
棺
と
桂」
に
つ
い
て
は、
[-
月
二
十
七
日】
の
解
説

を
参
照。
ま
た、
こ
こ
で
泣
雖
が
読
ん
だ
と
い
う
「
ク
リ
エ
ー
チ
ヴ・
ク
lJ

チ
シ
ズ
ム」
は、
J.
E・
ス
ピ
ン
ガ
ー
ン
(

J

•
 

E
 • Spioga
rn)
の

獨
逸

〔
付
記〕

本
稿
執
節
に
あ
た
り、
貨
重
な
所
蔵
狩
科の
利
用
を
御
許
可
下
さ
い
ま
し
た
倉

敷
市
文
化
振
卯
課、
ま
た
関
査
に
御
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
雌
田
泣
巡
浙
彰
会一――

宅
昭
三
様
に
記
し
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す。

ま
た、
本
稿
は
平
成
二
八
年
度
科
学
研
究
黄
補
助
金（
課
題
番
号
1
6
K
0
2
4
0
7「
薄

IIl
泣
班
文
耶
の
全
容
肝
明
に
向
け
て
の
総
合的
研
究
ー
明
治・
大
正
文
境
の
思
想

的
水
脈
と
し
て
ー」）
の
助
成
を
受
け
た
も
の
で
あ
る。

（
に
し
や
ま
こ
うい
ち
岡
山
大
学
大
学
院
社
会
文
化
科
学
研
究
科
准
教
授）

（
あ
ら
い

ま
り
あ

相
愛
大
学
人
文
学
部
准
教
授）

【一
月
三
十
日]

（
記
載
な
し

ー|
稿
者
注）

【一
月
二
十
九
日
l

（
記
載
な
し

1
稿
者
注）

―'
Creative
 C
告cis
m:
 E
ssays
 on
 the
 Uni
ty
 of
 Genius
 and
 Taste"
 

(
He
nry
 Holt
 and
 C
arnp
any,1917)
の
こ
と
か。
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